
（別記様式第 15号） 
 

令和２年度 森林づくり推進支援金事業総括書 
 

市町村名 御代田町 

 

№ 事 業 項 目 事      業      名 

1 
「みんなの暮らしを守る森林づくり」

に関する事業 
御代田町松くい虫被害防除対策事業 

事 業 費       795,300円 （うち支援金：691,000円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

  

事 業 目 的 

（１）地域の森林・林業の現状と課題 

平成 21 年度から町内においてマツ材線虫病（以下「松くい虫」という。）による赤松の立ち

枯れの被害が拡がっている。 

 

（２）本事業の目的 

松くい虫被害木の伐倒駆除を実施し、被害拡大の抑制に努める。 

（１）実施場所：町内全域 

（２）対象者 ：保護森林 

（３）実施方法：松くい虫被害木の伐倒駆除 

（４）事業目標及び当年度事業量 

 ①全体計画（平成 30～令和 4年度） 

  40ｍ3×５か年＝200ｍ3 

②令和２年度実績 

 21ｍ3 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果 

事業の検証及び評価 

（１）目標に対する成果の状況 

 松くい虫被害木の伐倒駆除により被害拡大の抑制につながり、道路から見える赤松林の景観

形成ができた。 

 

 

 

（２）課題 

 松くい虫による被害の最先端地域として軽井沢町へ被害が拡がらないよう対応しているが、

被害木は毎年発生しているため、今後も伐倒駆除が必要である。また、被害が拡大するようで

あれば他の補助事業も含めた防除事業全体を見直し、樹種転換、樹幹注入、空中散布等も検討

していく。 

 

 

（３）今後の取組方向 

  ■事業を現行どおり継続する  

  来年度以降も継続して実施していく。 

 

 

□事業内容を見直して継続する 

 

 

 

□事業を継続しない 

 

（１）事業実施の効果 

松くい虫被害拡大の抑制。 

 

 

（２）継続性 

 松くい虫対策を行うことで、倒木による二次被害から住まいや農地を守ることができる。 

 

 

（３）普及性 

 松林の美しい景観を保持することができる。 


